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z司 30 小で， 肩傾斜角 としていずれを採用すベ

きであるかという一つの大き左課題がのζ さ

緒

被服構成上から，身体K適合したよい型紙

をつ 〈るζとは最 も大切:1:ととで.そのため

シルエ y トの肩傾斜角を測定 した

れている。

今回はaにはまず，各人の体型を把握し，正確念各

部の寸法や，運動による身体の変化・状態な ものと，人体角度計 (A・B • C型の三種j

を用いて実測した ものとを比較 し，上記の課

題の究明をととろみ.ついで 35穫の成人女

どを知る必要がある と恩われる。

第 1報1'0，>いて.自動体型 (採寸}撮影装

置 「シJレエy タ ーJI1:.l:"3て.撮影方法・採 -脊丈 37仰

の条件のもとに作図し，その肩傾斜角を

日 4C沼子の胴部原型を胸囲

寸方法しTごいで 100カ所余りの寸法 ・角度が

も測定し検討したので報告する。得 られ，その上個人個人の体型をつまび らか

計測対象

計測対象

被計測者の年令bよび例数は第 I表のと会

第 1章

bで，広島女学院大学短大生 83例 ・広島文

次K第 2報では，第 1報の身体各部寸法の

中で型紙製作上重要左ポ イントである と思わ

れる肩幅・肩傾斜角Kついて特に後討した。

その結果，肩傭および肩傾斜角の実測値と

シルエ y ト値そ比較したと乙ろ，

に見るととができると報告している。

化女子短大生 49例・大下学園女子短大生63

例の計 19 5例で.年令は l8"'-'19才である。
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肩隔は大

差左 <.肩傾斜角はシJレエァト値の方が 2'"'-

※ 本学被服構成研究室
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第 1表 被計測者の年令・例数

計

195 

広島文化女子短大生を文化，大下学園女子短

大生を大下と略す。

被計測者の家庭の職業は第 2表のとbりで，

公務員・会社員左どの給料生活者が半数以上

の 6il7%と念って:;1:，>!'J .商 ・工 ・自由業

18.2 %.農・林・漁業 15.0 %.無職 1.6

%.その他1.5 %である。

第 2表J 被計測者の家庭職業別調査

(%) 

職 業|蝉院同ド 下平均直

公務員・会社員 I75.9い7.0!68.3 I 63.7 
商・工・抽業 1 1 6.91 20.4 1 17.4 1 1 8.2 

農・林・漁業 1 3.61 ~ 8.61 12.71 15.0 

無職I 1.21 2.0 I 凶1.6

その他I2.1 201 oo~ 
計 100.0!100o i 1000! 100.0 

第 3表 計測部位・計測時の姿勢 ・計測方法・計測用具

苦十演1持の 』

計測(採場 項目
姿勢 !

計 測 (採寸) 方法 計測(採寸)用具

|実 測|床面カら頭献を唾直蹴榔 |引レチン綬計
~ -
身 長 立位正常 1

ベ 細から頭駅で監醐榔 1200師畝

|金属製巻尺実測 手l顧を通る水平周径を測る

乳頭位胸囲 11 
腕囲線附いて径と幅倒的速算表エ|

νレエyト 20 0腕 e直尺

-.-， り算出する一

角度計を頚付根点と屑先点にあて測る li角人度体計 A型重量 700~
自実測 B型重量250g

右
(示準器を融行し左がら) 11li1!rdt c型重量 175~

H 

ii 1|頚慨点を間開明 のを出ほし羽そ田鴫明肩傾斜角
;/.J1，エy 顔付根点.肩先点と :5} 度器

:実 測 " 
。

|左 11 

iV)レ三1一トE " 11 

体 重 i実測|H 

事現

注 手L頭位絢囲を以下胸囲と略ヂ

~24-



E 計測期

シルエ y トの撮影・生体の計測(採寸)は，

昭和 44年 7月か ら昭和 45年 5月までの間

R':行なった。

E 計測部位・計測時の姿勢 ・計測方法・計

測用具

計測部位 ・計測時の姿勢 ・計測方法 ・計測

第 ー図 用 具

第二図 しる υつけ

用具は第 s 表 ・ 第一~四図のと:j:，~ .!Jで.被言十

測者は下ばき，ど〈薄手の合成繊維の トリコ

y トスリ yプを着用し.その上から胴囲Vて計

測ベル トをしめる。次Uて頚椎点・頚付根点 ・

肩先点(右 ・左)などの必安部位にあらかじめ

黒 ビニールテープ砂貼布して， シルエ y ト上に

位置子付る。

第三図 A ・B型での測定法

r.f~ 四図 C型での副定法
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第 4表 文化の肩傾斜角のシルヱ y ト値と肩傾斜角・身長・胸囲・体重

の実測値会主び平均値，標準偏差

被計測者番号

(4 9~ゆ

-一
2
一g
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主主iEjj1ijjjlfi;円t
ii ;;!日はL1i;:::;;;:円2

2;12il ::ii;;:;( ヰ
2; 1 2 トサ!十 ;::: l j 
27H十121i;|;;;;:|;::は喜

左1324片手書ト::jFl:;;:守二

肩傾斜角 (度)

シルエァト値 i実測値
右 i 左右 l 左 一間一出一山

一晴

S
一
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最
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第2章 計測結果・考案

m-"表は文化の肩傾斜角のシJレヱ y ト値と

肩傾斜角・身長・胸囲・体重の実測値j;~.tび

平均値，標準偏差である。

1 ) 平均値

ジル:L'7ト値の右は 22.50 で.最大は310 •

最小は 1t{'で，左は 23.90 .最大は 3 00 • 

最小は 150で，平均値は右よタ左の方が

1. 40 大で，最大は右の方が 10 大で，最小

は左が 10 大である。

実測値の右は 23.40 で.最大は 29 0 

絞小は1"6"で，左は 25.10.最大は 350. 

最小は 160で，平均値は右より左の方が

1. 7 0大で，最大は左が 60大で，最小は右・

左とも同角度である。

ジJレエy ト{直と実測値を比較してみると，

実測値の右は 0.90 ・左は 1.20 大で，右・

左いずれも実測値が大である。また，最大は

実測値の右が 20 小・左が 50大で.最小は

実測値の右が 20 大・左が 1
0 大である。

2) 身長

平均値は 15 3. 9 c1!tで，最大は 16 4. 7 c1!t . 

， 

最小は 141.3Ci1'lで，その差は 23.4C1!tである。

3) 胸囲

平均値は 8O.7C1J!で，最大は 92.2cm・最小は

69.3cmで，その差は 22.9C111である。

4) 体重

平均値は 50.1 K~で，最大は 6 8.8 K~ ・ 最

小は 38.O K~で，その差は 3 0. 8K~ である。

第 4表は文化の個人計測(採寸)値をしめ

したものであり，女学院・大下の個人計測

(採寸)f直は略す。

第 5表は各学校別肩傾斜角・身長 ・胸囲・

体重の平均値.標準偏差である。

1 ) 肩傾斜角

ツルエ y ト値の右は女学院 23.30・文化22.5'0

大下 21.30のJI員K，左は文化 23.90 • 女学院

23.50・大下21.50の順K小である。

実測値の右は女学院 26.40 ・文化23.4 0 • 

大下21.6 0左は女学院 25.80・文化25.10 • 

大下21.9∞の順K小で.シ Jレエァト値と同じ

〈右・左とも大下が小である。

2 )身長

平均値は女学院 155.6， cm文化・大下は同

寸の 153.9C1!tである。

第 5表 各学校別肩傾斜角・身長・胸囲・体重の平均値，標準偏差

肩傾斜

学校別
シJレエ y ト値

身長i 胸囲 ! 体重
Cc加)1(伺) 匂)

SD i M l SD l M l SD 

s 9同一一

注 A型 7009 B型 2509 c型 1759
-27-



第 6表 各学校別肩傾斜角のシルエァト値・実測値と右・左の差

;l:;>J:び実測値とシルエタト{直の差

使)

周 傾 斜 角

シルエ y ト値 実 演目 値 実演随一日レエッ
学校別 1

差右|左 差i 右 左
平均

M 陣大最小右左 M 最大最Ji M 最大骨j、右一左右
左

801 16 28.45132 114 ~0.17126.39 134 119 125.80 L 35 1.17 0591 3.11 2.35 2.73 

日時 30 15 +--1.35123.37 

長1
12 ~1.50 29 

4ρ<12294 30.33 14∞1-0.60123.80 

。型使用

平均

3) 胸囲

平均値は女学院 81.3C1n・文化 80.7cm・大下

82.2C11lで大下が大で，女学院・文化のj慣に小

である。

4) 体重

平均値は女学院・文化とも 50.1 K~で，大

下は 504K9で大差は念い。しいていえば大

下がやや大である。

第 6表は各学校別肩傾斜角のシルエ y ト値・

実測値と右・左の差なIび実測値とシルエ y

ト値の差である。

シルエ y ト値の左は右より女学院が 0.2 0 •

文化が1.40 ・大下が0.30大で，実測値の女学

院の左は右 Eり O.6 0小で，文化の左は1.7 O. 

大下は 03 0 突であ~

実測{直とシ.Nエァト値の差Kついてみると

その右・左の平均値は女学院が 2.70・文化は

1.1 0・大下は 0.4である。

第 7- 1表は女学院・第 7ー 2表は文化・

第 7-3表は大下の肩傾斜角の分布・百分率

29 116 125.081351161-1.7110.90112511.08 

ト一一一

32 112 121.891291 111-02510.3910.3910.39 

制 7|15何2426i印刷

(シルヱ y ト値)である。

女学院の右は 30---1 6 0・左は 32---1 4 0に

介布して.右・左 27---1 8
0 枠内のものが

67.5%で，体外の右 220 ・左25ιほが22.9

%.右 21" ・左25
0
以下のものが 9.69らである。

文化の右は 31---140・左は30"'-'15 0 VL分

布して，右・左 27---180伴内 のものが

75.5%で. 枠外の右 200・左 240ιL上が20.4

%.右170・左19
0以下のものが 4.1%である。

大下の右は 31---1 2 0・却ま 29"'-'1 80 VL分布

して.右・左 27---18 0 枠内 のものが61.9

%で.枠外の右 240・左200以上が 12.7%.

右・左 25、以下が 25.40/"である。 C第6表参ffll)

第 8表は各学校別肩傾斜角の右・左の差の分

布・百分率(シルエァト値)である。

女学院は右 ・左同角度のものが 10.8%，右

が大のもの 43.4o/n，左の大のもの 45.8%であ

る。

文化は右・左同角度のものが 12.2%.右が

大のもの 28.ti%.左が大のもの 59.29らである。

-28ー



，右が大のもの 36.7%，左が大のもの

5 1.9 %である。

1 1.4弘大下は右・左同角度のものが 1U %.右が

大のもの 38.1%.左が大のもの 50.89らである。

三校の平均百分率は右・左同角度のもの

kl:Lf 
(シルエ y ト値)

右¥¥使左二ト陵J 、) 
33 31 

21g 11217 1 
25 23 21 19 17 15 13 

32 30 28 24 22 20 18 16 14 12 
3 1 "-'3 0 1 1 
29-----28 3 ~ 10.8 
2 7"-'2 6 1 2 5 2 9 1 10.8 

25-----241 1 2 ~ 4 4 5 2 1 
3 1 2 2 13 1 15./J 

21四】20 6 3 4 3 1 1 17 20.4 
1 9内~1 8 1 I 2 1 6 7.2 

1 7--1 6 1 1 1 1 2 i 6 i 7.2 

15-141 。口五

女学院の肩傾斜角の分布・百分率第 7- 1表

%j  1.20ヒtl126lE7711iZJ 1;;5Z362010.00 
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第 8表 各学校.8u肩傾斜角の右・左の差の分布・百分率 (シル三t..yト値〕

右ー左

-4 

-5  3 3.61 

- 6 2 2.41 

一7 。0.00 
-8  1 1.20 

-9  。 0.00 
-10 。 0.00 
11 。l
計 83 

計三

イじ

% 

| 大
川亙1 % 

日間

28.

571-H-:; 

三丁云十五一
12.25 7 

1 0 0.0 0 

~ 3 0一

下
平均%

38.08 36.6 8 

上-

5080 51.9 1 

1 0 0.00 



第 9表 人体角度計A・B・0型・ :;.<JJ.a::;r"Kよ

る肩関」角の平均値伎化49仰

(度)

竺度計o:;.<JvI;>， ト j J 「-1I
A 型 i 25. 1 6 . 2 5. 0 8 

日 -j 23.37 25主

O 型 22.55 2 3.8 6 

シ凡〆エ7 ト 2 2. 5 1 23.86 

第 9表は人体角度計A ・B 0 c型・シ Jレエ

y トKよる肩傾斜角の平均値である。

A型の重量 70 0 '1・B型は 25 0 'l・O

型は 17 5 '1で A型は相当重 〈取扱いもか

左タ困難である。

A'B.C型 ・シルエ y トそれぞずlの右はAが

2 5. 2 ~ • Bが 23.4 0 ・Cが22.60 ・シル

エ y トが 22. 50で Aが辰も大でB・C・シ

ルエット値は大差がない。

また，左はA'Bとも 25.1 0 ・C・シルエ

y 卜が 23.9 0 でシルエァ卜値はCと同じであ

る。

第 10表 文化の肩傾斜角K対する 49.f買Bの相関係数(1 1 8例・シルエット値)

| 肩傾斜角 14ロ!
番号L_ "，. 一 一 |番号L

肩 傾 斜 角

| 右 i 左右 | 左

1|肩傾斜角白 05031肩傾斜角伺0.503126 1総 -丈→o861パストヨ三三一
一 2 i肩 幅(羽 03271肩 幅(樹02821 27 股 iξ0 091 1 ヒァ プ~竺073
3 1m 申自国 0.3041周 即~27!..L~ιゲエyhO091F 高 一0.074
一寸寸賢一一一斉一訂すす7富一一有寸Tす司 29 !頚一一一幅可何3'f麗一百予言'=-O，075
5 j頭 径 0080j肩峰幅 0130130 腹囲幅一0.105 i左腕幅一0.075

6 1頚 径 0.06月|肩 峰 径 0089i 31 肩肝幅-0.1珂瓦一一豆ニU.bii5
7 1肩 i峰幅 00371陽骨 稜角 0.062!32 腸骨稜角-01191肩肝骨下 ター0.082

8 1パスト角 00151股 上 0.060133 腕 丈一0.1241ヒ y プ丈一0，083
一 一一一9 i肢 高 一0，0051大腿囲 0024134 1ウエスト随一O.125腹 囲-0.089
一一

10 日艮一一 高 ー00101大腿径 0015135 1ヒップ 幅一0.127肩 肝 幅一0，100

1 1周 囲 -00131頚 径 0.014136 頭 幅一0.1281腹囲径一oTo9

12 膝 高 一0.020!ヒyフ・エyジ 0.002137 1左 腕 囲ー0136 ウ言支下百二O1T:i
13  1大 瓦幅 ー0.030I大腿幅ー0.002138 左 一面「福三;面白訂X工了両三百14
14 I足 一妄三ω30 1 クエス ト 丈 一0.0 0 8 1391 ヒ y プ雇二百万~'7デ喜三百122
15 肩牌径 一0.031i頚 屈-0.018140 1銀 四一0.155 腕 丈一0，130

16 頚 囲 -00391腹囲丈一001914] 1左 腕幅ー0.1591胸 囲ー0・131

17 身 妄 -004~l身 長 0.0五r421瓦一一阻ー0.175|左腕 ー亙二ぶ148
18 !ウエスト丈 =-00551ヒ y プ幅一0.039143 体 重-0-18211i: ar-百三百T58
19 I旦且ー丈 一0.0591足 長 -0.042!44 腹 囲 径一OJ83iHi印 割引1;3

-~旦」 ヒ y プ丈 -0060 1眼 高-0043I 45 副Ijl骨下 !i-0197 バ スト径一0.174
21 !大腿囲 ー0.0601股 高一0.052 1 46 バスト径一~2~iZ支下亙-0. 1訂
~2 i ヒ y プ 角 -0.066 1総 丈 一0.055147 胸 囲-0216l頭一一一百二百-95

元 l肩峰径 一0.0元 !額 幅一0.061I 48 クエス唯一02471面一一一幅三沿26
24 バス ト丈一0.0831肩肝径一0.062i 49 バスト幅ー0.305!バスト幅一0.238

25 大 腿径 ー0.0841頭 径一0.0661

注 右・左とも番号 3以上は危険率 1%水準で有意

右の肩傾斜角番号48・49は逆の相闘がみら:f1る
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第 10表は文化の肩傾斜角に対する 49項

目の相関係数である。(第 2械にて報告ずみ)

肩傾斜角については右・左共 49項目中 3

項13.つまり右肩傾斜角K対 しては，左肩傾

斜角・右肩幅 ・左肩幅，左肩{民斜角fC対して

は.右肩傾斜角・右肩幅・左肩幅が危険率 I

%水準で有意であり，そのほかKは高い相関

はみられをい。 f，r:f::)，右肩傾斜角sのパスト

帽・ウエスト径は危険率 1o/c水準で逆の相関

がみ られる。

第11表は 35種の胴部原型の製図方式名

または記載書籍名・著者名・発行所名である。

第 11表 胴部原型製図方式名または記載書給名 ・著者名 (3 5種j

五 !属関2製防1::1
1!田中 式|

記載書籍 | 著 者・発行所

21壬返さ]二二二二 一一一 一 一 一 ー
し服装式

4! i明るい生活雄一般扇反寸 奈良女子大学家扉両会編 学芸出版社
三i 概庭ー埜一 日本女子大学家庭科研究会掃実教出版

りヒ土ーと竺一一一一 一 一 一一一

7 旧 文化主-1 I 一一一 一 一一一一ーし伊同11空包一一一一 一一
8 :家庭一般新編 l笹山京 ・伊藤清枝他 清水書院
9 i旧文化式 nI 昭和 22年改訂)

!?!一一一____1現代竺竺服裁縫 一一一 宍日主ヤ 目黒書底
1 1 新版被服実習ノート(基礎編リ 柴図書r，t;

17 i - :被服日改訂版 土 L士教出版
13:グヰリー式 ; 一一一一」

14 ' 新時代の被服工作 |成田順 ・石毛フ主子

I汁 旧文化 式 ][1 一一1(昭和 26軸訪
日!フレ万ガリカン!

山一一一 |製図酬の基礎編 i盟主恒三一旦控壬開4主
18 I パターン作図法偏刈民高橋春子 ・鈴木昭子・家政教育社

19jオーハネス |

20 !被服I一一一 団塑窒
21 !被服四 | 等学校教科書

22 i 洋裁 051'時給基礎とCふう，録商版声賀崎理・藤原澄子・政進社

23 Iモード・エ・モード !

<:4 I 被服構成 上巻 |中富山藤子他広川書居

伝| 一一一同誌斎蚕雇11存可「一甲高書籍 一一 一一一

261文化編物用原型

27 I 被服工作 ! 妻女子大学被服工作研究室編 コロナ社
28 I 1学裁新書 | 由美
29 I 洋裁精義，婦人ドレス篇 |牛込ち ゑ・尾中明代他家政教育社

竺し |ドレスパタ ーンの基雇一 面百忌つ蚕田藤枝・柴田吾-

3什 !新版家庭一般 i成 田j瞭他教育図書
32 !洋裁精義:.~婦人スー}、ソ・ コート需牛込らゑ ・尾中明代他或草薮育社
33i 一一 -T四季の ツー ピース一一一一-!"l萩五荘扇一一一一一 一一

竺 !ZJL式 N: (昭和 42年改訂j
35 洋裁の実技指導 前編 :東京家政学院短期大学洋裁研究室姓館
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第五図後胴部原型(3 5 f毛)

第五・六図は 35穫の胴部原型のネ y クポ

イントを基とし，後・ 前 中心を平行にして

重ねた後・前の原型である。後・前とも〈び

¥'9・肩幅・肩傾斜角・腕穴・幅・丈など《

非常K差がみられる。

第 1Z表は 35穫の胸部原型の後 ・前肩傾

斜角の測定値，標準備差会工び後・前の差で

ある。

原型肩傾斜角の後の平均値は 2O. 9 0 .前

は 18. 70 で，後・前の平均値は 19. 8。で

後の最大は 280 最小は 40 その差は

1 40で，前の最大は 240 ・最小は 150 

その差は 90 である。

肩傾斜角の後・前の差についてみると，後

前向角のものが 7穫で 2 O. 0弘，後の大のも

の 16種で 13 ~ 10大で 4574h，前の大の

tの12種で 3~' l O 大で 3 4.:3協で 3もも

第六図前嗣部原型 (3 5種)

結 三:五
ロロ

以上の結果を要約すると次の通bである。

1 .シJレエ y トの肩傾斜角の平均値(女学院・

文化・大下)は右が 2 2. 3 0 左は 22. ge 

で左がや L大である。平均値は左がや』大で

あるが個別にみるとかi.d 左が大であるG

右は 31~120 ・左は 3 3~1 20の範

囲K分布Lている。

2 女学院・文化・大下の三校を比較 してみ

ると，女学院が大で文化・大下の順で小と走

っている。即ち女学院K左で肩のものが多〈

大下tていかb層のものが多い。

3. 実測値の肩傾斜角の平均値は右か之 3.8 0 •

左は 24.30 で左がや 』大である。

但し A型使用(女学院)の右は 26. 4 O . 

左は 25.8 
0 で B型使用(文化j の右は

2 3.4 
0 
・左は 25. 1 0 で c型使用(大下〉第 13表は胴部原型の後 ・前肩傾斜角の分布

・百分率である。
の右は 21. 6 ' ・左は 21. 90 で，三校の平

均値の右 23.8" ・左 24.3 
0は実際の肩傾

肩傾斜角の後は 29~ 1 40 ， ，jUは 2 5 ~ 140 

K分布している。
斜角よ b少し大であると考えられる。

4. A ・B ・ C ~ ・シJレ エ y 卜による肩傾斜
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第 12表 胴部原型の後・前肩傾斜角の測定値， 標準偏差

bよび後・前の差 (3 5種)

番号 原型 肩 傾斜角関

後 ! 前 | 平均 | 後一前%

一十 !: .1 (16樹
子下十 寸す一一一寸一 一七日 17.0 2 一一一|

寸す寸 1 8 寸 16 17.0 2- pj 

t十 ;;(; !:::;i:ぺ
一了7--1ττ一一 20 20.0 0 一寸

9 1 18 1 T 子一一 18.0 。一 一|
-21 2 1 1 十一口 | : l zu 
| 1 8 1 8 1 8.0 0一一一一l
ヨ _ 1____1~二士二 1 5 1 4.5 二 一一一i

3 0 

3 1 

3 2 

3 3 

~ 4 

3 5 

M 

S D 

最大

最小

20 

2 0 

20 

1 5 

1 9 

1 8 

2 0 8 9 

3.20 

2 8 

1 4 

2 2 

2 2 

2 2 

1 7 

2 2 

2 1 

18.66 

2.78 

2 4 

1 5 

-34ー

2 1. 0 

2 1. 0 

2 1. 0 

1 6.0 

2 0.5 

19.5 

1 9.77 

2.03 

2 4.5 

14.5 

J JJ:樹
_2 

-2 

一2
一2
← 3 

子j十τo0五了一
-3 

2.4 3 (31 

注 ( )は絶対値



第 13表 胴部原型の後・前肩傾斜角の分布・百分率

、¥、 前

後¥ 困

(例数)

嗣 '，.1 24 22 2018  1 6 

29"-'28 I 
一 一-

2 3'"'-'22 

1~201 l u 一一二一ー」一一 一一← ----j ~ 

に;i ト斗土トL 卜土!一寸
言↑ 7 7 7 '7 6 i 35 
一一十一一一 ←一一一一一-----

% 28 6; 20.00 i 20.00 2 0.00 20.0 0 1 7.1 4 : 1 0 0.0 0 

角の平均値 (49伊胴一対象によるjはA型

の右は 25.20 ・左は 25. 1 0で B型の右

は 23.4 0・左は 25. 1 0 C型の右は22.60

左は 23.9 0 シルエ y トの右は 22，5
0 

左は 23.9 0 で C~が使用注も容易で.また

シルエy ト値とも近似しているので C型を

使用した場合の実測値が正確ではないかと推

測される。

5. 右肩傾斜角に対して左肩傾斜角，右・左

肩幅.左肩傾斜角K対しては右肩傾斜角.右・

左肩幅が危険率 19も水準で有意である。をた，

右肩傾斜角のパスト幅・ウエスト径は危険率

1%水準で逆の相関があ11.その他は高い相

関がみられ*""。以上のと とから肩傾斜角は

体型をかたちづ〈る重要左要素として考慮せ

ねば念ら念い。

6 第 2報で.肩傾斜角はシルエタト値の方

が 2.......3。小である。 との差は次の(1)・(2)・

(3)の原因Kよるのでは左いかと報告していゐ

(1) 被計測者の姿勢

(2) 人体角度討の使用法

(3) 肩先点にお漬ける上腕骨頭・肩峰・鎖骨・

僧帽筋・三角筋の状態と撮影時の緊張

今回の結果で(1)・(2)・(3)VC加えて人体角度

計の種類Kよるととがあきらかである。特K

角度計の重量・使用の難易が影響するものと

思われる。現段階では，シノレエァトの肩傾斜

角がか左タ正確性をもつものと考えられるが

今後撮影法をよ〈検討してよ h正確左値を

うるととができるよう研究を続けたいと思う。

7. 胴部原型の肩傾斜角の平均値は後 20.90

前 18.70でその平均値は 19. 80である。

分布は後 28.......140 ・前 24....... 1 50 で.

後 ・前向角のもの 7種 (20.0%)，後が大の

もの 16種( 4 5. 7 % )，後が小のもの 12 

種 (34.3%) で，後が大のものの分布範囲

は 13'"'-' 1 0 で非常K広<. 後が小のものは

3 .......1。である。

以上の結果から原型の肩傾斜角は19'"'-'20 0 

位が適当では左いかと考えられるが，決定K

至るまでには色h 問題がある。

原型の肩傾斜角をきめる場合には.着用者

の肩傾斜角はもちろんのとと，肩甲骨・肩峰。

上腕骨頭・鎖骨 ・三角筋・広頚筋などの状態

をよ〈みて，まず，肩線の位置をどとKきめ

るか，後 ・前の肩傾斜角を同角度にするか，]:
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た，何れを大V亡し小にするか左ど十分考慮し いました広島女学院大学短大生・広島文化女

友ければ左ら念い。 子短大生・大下学園女子短大生の皆さんに厚

以上の諸点K機能面・美的面を併わせ考え(会礼を申し上げます。左な，統計処理Kつ

今後の研究をす』め，胴部原型の肩線の位置 いては，九州大学山内光哉助教授にど指導い

b よび後・前扇傾斜角の設定をしたいと思う。 ただきましたととを深〈感謝いたします。

終 りに ζの言十測に際し，工〈協力して下さ ー一一 19 7 0・12・22一一一一

一一ーー弓え>ー ゴヒ>
~x..献

1 ) 柳沢澄子 (1967) 衣料 J1 Sと

体格調査説明会テキスト その I

日本規格協会

2 ) 藤田光子他:広島女学院大学論集第

1 8集生体計i!l.LL...身体各部寸法Uてついて

告トー

その 1(1 9 6 8) P 1 9 7"-'2 1 5 

そのlJ (19 68) 1'一21 7.......2 3 5 

3 ) 体型情報調査会 (196 9)福岡県郡市

、 婦人連絡協議会 主セス体型調査報告書

4) 体型情報調査会 (1969)東京都 R

セス体型調査報告書

5 ) 藤田恒太郎著生体観察 南山堂

P 1 9 9 司~2 2 3 

6) 臼本人間工学会編 被服と人体

医歯薬出版

7) 谷山和美他:広島文化女子短期大学紀

要第 4号

(吋 γJレエ y ト採寸による身体各部寸法

(第 1報 (19 7 0) P 1 7.......2 9 

伶) タ Jレエ y ト採寸による身体各部寸法

(第 2報)ー肩幅・肩傾斜角Uてついてー

(1970) P 31.......41 

8 ) 有馬澄子他;家政学雑誌 1 0 7 

(1970) P 35.......39 
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Surnmary 

In making garmen七si七isof grea七臼江portance七ohave paper-

pa七七erns七ha七are we11 shaped to one's body. And good paper-

pa七七ernsare obtained from a good know1edge of one's form， exac七

sizes of parts of the body and of h01rJ one' s form and par七sof七he

body vary according七oone's bodi1y movemen七s.

In ourpresent s七udywe made a si1houe七七emeasuremen七 of 七he

shou1der slopes and a1so an actua1 measuremen七 of七hemwi七h七hree

differen七 kindsof goniorrぼじer (A，B and C). Then 35 kinds of body 
pro七o 七y~e of grown-up women were drawn， each h~vi己主 a. t¥USも glr七h
of 84 cm and a back 1eng七hof 37 cm for i七scond士七ionsand 七he

shou1der slopes of七hesepro七otypes were measured. The data were 

compared and examined. A brief summary of the resu1七sob七ainedis 

as foユユows;

In 七hesi1houe七七emeasuremen七， the mean vaJI)A弓 of 七heshou1der 
O 内

slopes are 22 ， 3~ for七herigh七and2日.9 工or七he1ef七 Thedis七ri-

bu七ionis 12 - 31~ for七herigh七and1ε-330 for七he1ef七.O 

The shou1der slopes of 49 persons were measured with七hree

differen七kindsof go吐 ome七er(A， B and C) and the data "ere compared 
wi七h七hoseobtained in 七hesilhoue七七emeasuremen七 Themean va1ue 

of七her・igh七and七he1ef七 shou1derslope is as fo11ows respec七ive-

ly: 

Goniome七erA (700g): 足5.2
0
，B (足50g):記4.3

0
，C (~ISg )~ 23，30， 

Silhoue七七emeasurement: 日3.足。

The above resu1 t shovJS tha七theheavies七goniometergives七he

1arges七meanγa1ue， then goniometer B， C and the silhoue七七emeasure-

men七 givesma1ユermean va1ues in order， 

The shou1der slope of the 35 differe凶 proto七ypes，when r四 asured
from七hefron七and七heback， has a mean va1ue of 19.8

0
， which is 

o. ~ . ~ o 
dis七ribu七edfrom 24，5 七o 14.5 ~. We七hink七heproper shou1der slope 

O 
of a pro七otype shou1d be 19 - 20~ ， bu七thereremain many problems 

七obe solved to come to a fina1 decision. 
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